２．なぜ職務命令に従えなかったのか…「日の丸・君が代」強制に反対する理由
　私たちが従えなかった職務命令は、「入学式・卒業式・周年行事などで、壇上正面の国旗に向かって起立し、国歌を斉唱せよ。国歌をピアノ伴奏せよ。起立斉唱するように生徒を指導せよ。」というものです。スポーツ大会などを通して「日の丸・君が代」が浸透し、親近感を持つ方も多い時代ですから、「この命令のどこが問題？公務員なら職務命令に従うべきだ。」と思われるかもしれません。

　しかし、1999年に国旗国歌法案が審議されている時、野党からも国民からも反対・疑問・不安の声が上がりました。それには、　◇「日の丸・君が代」には極端な愛国心教育や侵略戦争・植民地支配に用いられた負の歴史があること　◇そのため、「日の丸・君が代」に嫌悪感や恐怖心を持つ人が国内にも国外にもいること　◇「君が代」の歌詞が国民主権の現代には相応しくないこと　◇国旗や国歌というのは、使い方によっては国民を一色に染め上げる力を持っていて、心を縛る道具として利用されやすいこと等々、様々な理由があります。（成立した国旗国歌法は、国旗を「日の丸」、国歌を「君が代」と定めるだけで、尊重義務はありません。政府は、「国民に強制するものではない」と繰り返し答弁しました。）

その「日の丸」に正対して、起立して「君が代」を斉唱せよ、と命令されたのですから、私たちは悩みました。「自分の歴史観を裏切ることになってしまう。」「『周囲に流されないで自分で考えて行動しよう。』と、いつも生徒に言ってきた。自分の気持ちを押し殺して命令に従ったら、生徒に言った言葉が嘘になってしまう。もう何を言っても信じて貰えないだろう。」「信仰などの理由で、起立斉唱できない生徒がいる。『日の丸・君が代』に否定的な思いを持つ国々にルーツを持つ生徒もいる。それなのに、教職員全員が起立したら、生徒たちも同じように起立しなければいけないと思ってしまうだろう。」「儀式の中で、何も考えさせずに生徒を起立斉唱させるのは、教育ではなく強制だ。」「私が伴奏したら、生徒に歌うことを強制する側に立つことになってしまう。」「天皇を崇拝する歌を歌ったり伴奏したりすれば、自分の信仰を捨てることになってしまう。」「しかし、処分を受けたら自分はどうなるのだろう。」「教員を続けることができるのだろうか。」等々、何日も、時には何ヶ月も悩み続けました。その結果、とうとう体調を崩してしまった人もいるほどです。真っ暗なトンネルの中にいるような長く辛い葛藤を経て、私たちは「やはり、間違った職務命令に従うわけにはいかない。」と、決意しました。
